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＜概要＞

・ソーシャルワークの技法の一つである「ケースワーク」について学習する。

・ケースワークの定義、ケースワークの原則について学び、医療機関におけるケースワークサーピスの実際についても学習する

＜学習目標＞

・ケースワークとは何かが概説できる

・ケースワークはどのような機関部署で活用されているか理解できる

・医療機関におけるケースワークについて理解できる

・医療機関のソーシャルワーカーと社会福祉機関のソーシャルワーカーとの連携について理解できる

回

数 授業計画又は学習の主題

1ケースワークとは何かについて学ぶ～定義・歴史・実践されている機関等について学ぶ

2パイスティックの原則について学ぶ

3ピデオ『信頼関係を結ぶ面接技術』により面接方法を学ぶ

4ロールブレイによりケースワークの実際を学ぶ

5医療機関におけるケースワークの実際を学ぶ①

6医療機関におけるケースワークの実際を学ぶ②

7学習した内容をまとめ、発表する

学習方法・学習課題又は備考

講義

講義

講義・ピデオ

講義・ロールブレイ

講義

講義・学生による事例の誦読

グルーブ学習
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